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12. Hubbard模型の理論的研究
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Hubba∫d模型 は電子相関の強い系 に対す るモデルの一つであるが､ここ

ではこのモデル についてその基本的性質､お よび 1次元基底状態の計算方法につ

いて考 える｡

ます､基本的性質については次の三点 について議論する｡

(1)2-siteモデルを用いて熟力学的性質 を考え､磁気的励起及び電荷励

起 と呼 ばれ る 2種類の励起が存在することを示す｡

(2)ちoどo 1iubovの不等式 を用いて磁気秩序 の可能性について論 じ､

有限温度 においては 1次元､ 2次元 Hu'bbard模型 には自発磁化が存

在 しない ことを証明する｡

(3)電子問の Cou lomb斥力が無限大 である場合､磁化が 自由 spinの

それ に等 しいことを示す｡

上記の議論 に続 いて 1次元基底状態 の扱 い方を考 え､ ち 1o ck近似 と呼ぶ方

法を提案する｡ この近似では､ 2つのサ イ トを 1つの単位 としてエネルギーや

ス ピン相関関数等 を計算する｡ そ して Huちba∫d模型 に対 して､この方法

は厳密解やその他 の手法で得 られている結果 をよく再現 することが示される｡

更に､ここでは この手法をその他 い くつかのモデルに適 用することも考える｡

先ず初めに 2次元 Hubbard模型 に適用する｡ 2番 目 として 1次元 七一J

模型を考 え､相 図 を作成する｡ また､ 七一J-U模型 と呼ぶ ､交換相互作用を

持 ったHubb ard模型 につ いて も適用す ることを考 える｡
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